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講師⾃⼰紹介
片桐 暁
クリエイティブ・ディレクター/コピーライターと
して20年以上、広告制作、ブランディング、SNS
施策、コミュニケーション・デザイン、コンサル
ティング等、多種多様なプロジェクトに従事。
著書に
『宇宙に恋する10のレッスン』東京書籍
『宇宙図』宝島社（いずれも共著）
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今⽇の講義について

このような短時間で、プレゼンとライティングについて網羅的に講義するのは現実的ではあ
りませんし、また講師の力量を越えています。そこで本日は、2つの対話を中心に、皆さん
が「いかに自分自身の中に降りていけるか」をテーマに進めようと思います。

「自分の中から汲み上げた内容がプレゼンやライティングの核になる」と、私たち講師陣は
考えています。

昨日・今日の講義内容を、明日、またそれ以降のプレゼンテーションやライティングに役立
ててください。
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今⽇の講義について

昨日の「絵で描く」講義に続いて、今日は「言葉で書く」講義です。

皆さんは昨日、科学や自身の研究について考え、それを絵で表現すると同時に、言葉（テキ
スト）についても考えたと思います。

今日は、その内容を深掘りしたりブラッシュアップしたりする方法について見ていきたいと
思います。
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Session 1. 
自分の信念のルーツを探ろう ー「わたし」という物語ー

• あなたはなぜ、科学、さらには研究の道を選んだのでしょうか？魅入られ
て？点数が良かったから？ヒーローがいた？転機があった？

• あなたの進路と信念のコアになっているエピソードを教えてください

• どのような言葉が口を突いて出るのであれ、それがきっと、現時点のあな
たを支える基盤と考えられます

• さて、あなたは、どのような物語を語りますか？ そしてどのように物語
るのが、もっとも効果的だと思いますか？
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Session 2.
自分の研究の◯◯を他者に語ろう
ー「上手くいかなさ」を感じてみるー

• 最終課題の予行演習を、ぶっつけ即興で行ってみましょう。自分の研究の
「◯◯」を、あなたの信念で支えながら語ってみてください（概要や内容
紹介は、ここでは重要ではありません）

• 上手くいくこと、いかないことが出てくるでしょう。特に「上手くいかな
い部分」に、意識をぐっと集中してみてください。

• 伝えたいことがあやふや（自分の中での言語化不足）なのでしょうか？他
者へ伝える言葉の選び方が適切でないのでしょうか？



Introduction 

⾃分と⾔葉との関係を
問い直す



⾃分と⾔葉との関係を問い直す（4タイプ別）

a.⽚思いタイプ
b.相思相愛タイプ
c.倦怠期タイプ
d.顎で使うタイプ
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あなたは
どのタイプ？



⾃分と⾔葉との関係を問い直す

a.⽚思いタイプ
⾃分の思いを「⾔語化」することに関して要求や探究⼼を抱きつ
つ、⾔葉にフラれてなかなか実現できず悶々とする。思いは⾛る
が、それに⾔葉がついてこない経験を味わったことがある。
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⾃分と⾔葉との関係を問い直す

b.相思相愛タイプ
⾃分の思いと⾔葉とがぴたり⼀致して、思うさま⾔葉を駆使して
は、⾃分のユニークな（唯⼀の）思考に、ユニークな（唯⼀の）
表現を与えることができる。他者の清新な⾔葉遣いにも敏感。
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⾃分と⾔葉との関係を問い直す

c.倦怠期タイプ
⾔葉に創意⼯夫を凝らしたのはいつ以来だっけ？表現⼿段として
の⾔葉について飽き、ないし諦めの境地に達しており、「こんな
場合にはこんな表現」と、⾃分の中での定型化が進んでいる。
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⾃分と⾔葉との関係を問い直す

d.顎で使うタイプ
既述の中では⼀番「⾔葉は道具」という割り切りが強い。その意
味では、思考や感情と「⾔葉」との乖離について特に思い悩んだ
ことがなく、⾔葉の使⽤に関しても不⾃由を感じたことがない。
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⾃分と⾔葉との関係を問い直す

a.⽚思いタイプ
b.相思相愛タイプ
c.倦怠期タイプ
d.顎で使うタイプ
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タイプを踏まえて
以降の講義を
聴いてみよう！



Part 1. 

3つのテキストを「読む」



テキスト1. 新聞への、とある寄稿記事より

これは、誰が、いつ、どんな出来事に寄せた原稿だろうか？
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テキスト1. 新聞への、とある寄稿記事より

「…突然の事故や災害で、何が重要なことなのか気づく瞬間があ
ります。すべてを新しい方法で、創造的な方法で考え直すことが
できるスペースが生まれるのです。
関東大震災、敗戦といった歴史的瞬間は、こうしたスペースを広
げました。そして今、それが再び起きています。
しかし、もたもたしているうちに、スペースはやがて閉じてしま
うのです」
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テキスト1. 新聞への、とある寄稿記事より

歴史学者ジョン・ダワーの朝日新聞への寄稿、2011年4月29日。
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テキスト1. 新聞への、とある寄稿記事より

3.11のような出来事は、「科学に何ができるのか？」「何をす
べきか？」を、人々に集中的に思い起こさせる契機になる。

しかしダワーが指摘するように、それが耳目を集める時間は長く
は続かない。

昨今では、COVID-19の流行によるコロナ禍が、それに該当した
のかもしれない。
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テキスト2. ある学問分野の委員会による、リテラシーの提言

以下は、本集中講義、および最終課題とも近いものが感じられる
テキストである。

これは、どのような委員会による提言なのだろうか？
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テキスト2. ある学問分野の委員会による、リテラシーの提言

①日常的な思考において自明視されてきた前提をも改めて問い直
す根源的な「思索力」・「洞察力」

②広く他なる文化・価値観ないし他者の存在を受容し、理解し、
共感しうる「想像力と感性」

③さまざまに異質な声を聞き分けつつ、自らの考えを他者に理解
してもらえるような形で伝え、あるいは他者に応答しうる「対話
力」
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テキスト2. ある学問分野の委員会による、リテラシーの提言

日本学術会議哲学委員会が『日本の展望学術からの提言2010』
の一部として提出した報告書「哲学分野の展望 ―共に生きる価
値を照らす哲学へ― 」より

→ 科学と哲学の、差異と共通点

→ 分野を超えていよいよ重視される、コミュニケーションの力
20
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テキスト3.
⺠間伝承
シベリア⺠話
『海で遭難した男』

『シベリア⺠話集』 斎藤君⼦ 編訳
岩波⽂庫,1988, pp.29~30



物語のかたちをとった信念
この民話は、合理的でも科学的でもないかもしれない。しか
し物語というかたちの、彼/彼女らの「世界観のプレゼン
テーション」である。「口頭伝承というライティング」であ
る。

そこには、厳しい現実を生き抜くイヌイットの「信念」が強
く定着されており、心を動かす。
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プレゼンテーション＆ライティング

そしてこの口頭伝承は「サイエンス」でこそないが、そこに湛え
られた切実さという、「プレゼンテーション＆ライティング」の
重要な一側面を教えてくれる。
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科学的世界観は “新しい”
周知のように、人類が神話や口頭伝承、宗教的世界観を経て、い
わゆる科学信仰が支配的になったのは、歴史上、比較的最近のこ
とに過ぎない。
・黎明：ルネッサンス

・発展：17世紀科学革命

・啓蒙の世紀と科学の市民化、産業革命（18～19世紀）

・戦争の世紀 ー科学技術の進展による（20世紀）

・現在 ートランス・サイエンスの時代（21世紀）
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人間は、かつても今も人間である
人間のメンタリティは、時代によってそう大きく変貌するもので
はない。そして、科学の手法や方法論は厳密なものではあるが、
あくまで人間によって操られるものである。その意味において、
人間は科学より大きい。
また、プレゼンテーションもライティングも、科学の仕事という
より、人間の仕業というべきである。
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トランス・サイエンスの時代
さて現在、科学と技術が戦争に加担した20世紀を経て、私たち
の社会は科学への依存度をいよいよ深め、世界は「トランス・サ
イエンスの時代」を迎えているといわれる。
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トランス・サイエンス
アメリカの核物理学者A.ワインバーグが1972年
の雑誌Minervaの論文で提示した用語。科学と
政治の間にある、科学に問うことはできるが科
学では答えることのできない領域のこと。

例えば、ある有害物質の毒性を科学が定量的に
示すことができる場合でも、どの程度のリスク
まで社会が許容するかは、科学的には定めるこ
とができず、政策的な決定の課題となる。

ポスト・ノーマル・サイエンス
社会科学者のJ.ラベッツらは、トランス・サイエ
ンスに類似の概念として、ポスト・ノーマル・
サイエンスという用語を提唱している。

それは「科学、技術、政策といった区分も消え
つつある」現代科学のあり方であり、われわれ
は「解決には科学は必要だが、科学だけでは十
分でない、新しい政策の時代に生きている」と
される。

27

時事用語辞典imidas、及び『哲学教育はなぜ必要か』野家啓一をもとに筆者作成
https://imidas.jp/genre/detail/K-126-0026.html
http://philosophy-japan.org/download/659/file.pdf#27

https://imidas.jp/genre/detail/K-126-0026.html
http://philosophy-japan.org/download/659/file.pdf


わたし、科学、社会
以上のような複雑化と混沌を極める状況において、あなたは今後、
研究者や科学者、その他の存在として、広く世界とコミュニケー
ションをとっていくことになる。

その一手段が「プレゼンテーション」や「ライティング」である。
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テキスト1
歴史学者ジョン・ダワーの朝日新聞への寄稿、2011年4月29日より。

テキスト2
日本学術会議哲学委員会が『日本の展望学術からの提言2010』の一部として提出
した報告書「哲学分野の展望 ―共に生きる価値を照らす哲学へ― 」より

テキスト3
シベリア民話 『海で遭難した男』より
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Part 2. 

「わたし」とは誰か



「わたし」とは、自明なものだろうか？
「わたしとはいったい何だろうか？」などと考えていたら、日常
生活を送るのに支障をきたしてしまうので、私たちは通常、この
問いを通過して生きています。

その問いに、ここでは立ち止まってみたいと思います。
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1/3 わたしと「無意識」と「物語」

ジークムント・フロイトは「無意識」の領域を初めて体系的に研究
し、人間の合理性を疑わなかった19世紀の人々を驚かせた。

患者が、無意識のうちに心の中に抑圧している過去の事柄を意識化
させ※、それを分析者に物語ること。それにより症状の寛解をめざ
すのが、フロイトによる精神分析治療である。

つまり、患者が自らの物語を思い出し、整合的に語ることができる
ようになることが心にとって重要であると、フロイトは考えた。

※ 想起する記憶は必ずしも事実ではなく、その必要もない
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Sigmund Freud
(1856.5.6～1939.9.23)



2/3 わたしと「終局の語彙」

リチャード・ローティは、その人が自らの語彙で自他に語る、自らの物語を、
その人をその人たらしめる何より重要なものと考えた。

「人は誰しも、自らの行為、信念、生活を正当化するために使用する一連の
言葉を携えている。私たちはこうした言葉を用いて、友人への称賛や敵への
軽蔑、長期的な計画、とても根深い自己疑念、とても崇高な希望を明確に述
べる。こうした言葉で、時に先を見越し、時に振り返り、人生の物語を語る。
このような言葉を、その人の『終極の語彙(final vocabulary)』と呼ぶこと
にしよう」

「この言葉は、私たちが言語を手放さない限りどこまでも付いてくる。逆に
こうした言葉を手放したなら、その先にあるのは無力な受動性か、暴力への
訴えだけである」 (『偶然性・アイロニー・連帯』岩波書店, 2000, p153より講師一部改訳)
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Richard Rorty
(1931.10.4〜2007.10.4）



3/3 わたしと「人生」

「私たちは人生の道を“創って”いかなければならず、その創造
過程で、自分自身を創っていく。（…）

人生の道も、その『大きな目的』も『最終目的地』も『日曜大
工による自前』でしかありえず、実際に今そうであり、これか
らも永遠にそうあり続ける。
人生は芸術作品でしかありえない。それが人生である限り、つ
まり人の暮らしである限り、人が、意思と選択の自由を与えら
れた存在である限り」

（『リキッド・モダニティを読みとく』ジグムント・バウマン, 酒井邦
秀訳,  ちくま学芸文庫, 2014, pp.264-265 ）
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Zygmunt Bauman
(1925.11.19～2016.01.09)



35

ここで、物語論という学問分野に依拠して、ミニマルな物語を考
えてみる。

a. お妃様が死んだ。悲しみのあまり、王様も死んでしまった。
b. お妃様が死んだ。王様が死んだ。

「最も短い物語」？



語り手 / narrator 聞き手 / narratee

物語内容/content
・何がどうした (what)?
・誰がどうした (who)?

物語言説/discourse
・いかに (How) 語る?

プロット/ plot event1 

■物語の基本的な構造（ダイアグラム）

event 3 event 6

event 1 event 2 event 3 event 4 event 5 event 6展開 / story

So… So…

(物/語り) (物/騙り)物語

時系列的な
推移

因果による
連結

narrative



1. 全ての物語narrativeは、初まりと終わりを持つ。

2. 物語 narrativeは、語り手 narratorが聞き手 narrateeに伝えるもの。物語内容
contentと物語言説 discourseから成っている。

3. 物語内容は、「何がWhat」および「誰がWho」等を語る。 物語言説は「いかに
How」語るか、すなわち語り口である。

4. 「展開story」とは「出来事event」の単なる前後関係。 「プロットplot」はそれとは
異なり、出来事を因果関係で結んだものである。

5. 物語言説は「時間の流れ」や「空間（場）の移動」を操作する。これにより、同一の展
開であっても、物語は変幻自在に語られうる。

ü 以上は、お話、小説、映画、TVドラマ、詩、歌、演劇、記憶、独り言、プレゼンテー
ションなど、あらゆる「物語」に当てはまる。

■物語の基本的な構造 ー Narrative Structure
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•私たちは言語を操る。言語を通じて、因果を見出す。因果を通
じて、世界を理解している。古今東西の私たちがもれなく用いて
きた、この人生の枠組みこそ「物語」である。
•人は、自らの人生を物語として捉えている。物語は私の外にあ
るのではない。私という存在がすでに、物語の産物なのだ。

小まとめ：私たちが人生を理解する方法が「物語」である



オンラインセッション①
⾃分の信念のルーツを探ろう
ー「わたし」という物語ー
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Session 1. 
自分の信念のルーツを探ろう ー「わたし」という物語ー

• あなたはなぜ、科学、さらには研究の道を選んだのでしょうか？魅入られ
て？点数が良かったから？ヒーローがいた？転機があった？

• あなたの進路と信念のコアになっているエピソードを教えてください

• どのような言葉が口を突いて出るのであれ、それがきっと、現時点のあな
たを支える基盤と考えられます

• さて、あなたは、どのような物語を語りますか？ そしてどのように物語
るのが、もっとも効果的だと思いますか？
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•グループ内で、学籍番号の若い順に発表します。

•各自の発表時間は3分間です。

•各自の発表後、2分間の質疑応答・フリーディスカッション時
間を設けます（1人当たり合計5分）

•最後の発表予定者はタイムキーパーをお願いします。

•終了後メインルームに戻ってから、1人ずつ全員が、感想なり
セッションの模様などを自由にレポートしてください（1分）
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Session 1. 
自分の信念のルーツを探ろう ー「わたし」という物語ー



•あなたとは何者か、自らの語りを通じて、改めて自己
確認できたでしょうか？
•自分のプレゼン（最終課題）に、その内容を隠に陽に
盛り込んでみてください。
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Session 1. 
自分の信念のルーツを探ろう ー「わたし」という物語ー



ライティングの原理原則
書き手は、盲目のまま壁にラブレターを投げる



日常生活における、一般的なコミュニケーション理解

44

わたし あなた

Action

Feed buck

Interaction (相⼿の反応を⾒ながらの応答)

>> 「相⼿がいる」ことで、会話という事態は成⽴している



「ライティング」や「プレゼンテーション」は…
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POINT

・不特定多数の、
（多くは）未知の「あなた」と

の、コミュニケーションである

・まず想いを伝える。次いで
理解や共感をもらう （こともあ
る）

・故に「書き⾔葉」的思考が
ベースとなる

「あなた」

社会

わたし

① ②

①

②



「未知」から「既知」へ

•コミュニケーションのための文章の目的を突き詰めれば、それ
は相手の「未知」を「既知」に変えることである。

•この差分を意識して、適切な順序と解像度で、情報を相手に差
し出していく。
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相手のアイレベル（視点の高さ）に立つ

• 専門用語は「効率的な情報の圧縮」にも「意味不明なジャーゴン
（専門用語・業界用語）」にもなりうる。
• 単語や概念をどこまで前提とし、あるいは説明するかは、あくま
で伝える相手の視点に立って決める。
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「世界で初めて」を書き留める

• あなたにとっての研究の「◯◯」を、言葉を用いて定義してみる
こと。
• そこには、まだ誰も知らない、世界で初めての定義が含まれてい
るかもしれません。
• 常識や、既存の言い回しに捉われることなく、「世界で初めて」
を掬い取って言語化してみましょう。
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言葉があなたの現実を創る



STEP 1. ⾃分の⾔葉に⽴ち⽌まる



⾃分の⾔葉に⽴ち⽌まる

落ち着け。まずは冷静になろう。
まず書いてはみたものの、ホントにこれでいいのか！？
この⾔葉は⾃分の「現実」にぐいぐい迫っているか？
これは⾃分の現実を、他者のそれにしっかと接続できる表現か？
この世には無数の⾔葉がある。
違う単語、違う表現、違う構⽂、違う組み⽴てがありうる。
それらでなくて「これ」である理由はあるか？
いや、ない。

51



STEP 2. ⾃分と⾔葉との間に距離を取る



⾃分と⾔葉との間に距離を取る

最初に書いたものは、「たまたま最初に出てきた1つ」。
それに拘泥する必要はまったくない。

他者の⽬、第三者の⽬で、書いたものを読む。
いわば「他⼈事」として読む。

既に書いたものを「保険」として、
他のさまざまな書き振りにチャレンジしていく。
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キャッチコピー：私の日常には、非日常がある。

さまざまな可能性を考え、捨てたことが、
あなたが選んだ、その1つのメッセージに力を与えてくれる。

ビジュアル：
どことも知れない土地に佇む、
ディスカバリー3 (オン／オフ
ロード両用高級車)。

遠方には雷が轟き、神秘感を
強めている。

ターゲットは、冒険心の強い
富裕層。

このクルマと共にあることの
喜びを伝えたい。
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行ける場所の数だけ、
この星は輝く。

キャッチコピー 別案集
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アスファルトだけを、
走る生き方か。

キャッチコピー 別案集
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世間は狭い。世界は広い。キャッチコピー 別案集
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週末は、
行方不明になる。

キャッチコピー 別案集
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決して色あせない人生の、傍に。キャッチコピー 別案集
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地球は、
私とひとつになる。

キャッチコピー 別案集



STEP 3. ⾃分が⽣み出した⾔葉に驚く



⾃分が⽣み出した⾔葉に驚く

•⾔葉で化学反応を起こす

•⾔葉をエンジニアリングする

•⾔葉で主題の輪郭を浮かび上がらせる
62



⾃分が⽣み出した⾔葉に驚く

•⾔葉で化学反応を起こす

•⾔葉をエンジニアリングする

•⾔葉で主題の輪郭を浮かび上がらせる
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64

ヘアケア商品 キャッチコピー：

髪にダイヤモンドの輝き



⾃分が⽣み出した⾔葉に驚く

•⾔葉で化学反応を起こす

•⾔葉をエンジニアリングする

•⾔葉で主題の輪郭を浮かび上がらせる
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66

ある大学へのプレゼン資料（抜粋）



⾃分が⽣み出した⾔葉に驚く

•⾔葉で化学反応を起こす

•⾔葉をエンジニアリングする

•⾔葉で主題の輪郭を浮かび上がらせる
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ラグジュアリー4×4カー
キャッチコピー：

世界最遅のクルマ。
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左：水場の底力。
上：不惑の狭地。
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•あなたは、「あなたという1つの物語」である。その物語にど
のような語彙が使われているのかは、あなたが決めている。そ
の物語がどのような構造をしているのか、どんな展開を持ち、
どんな語られ方をしているのかは、あなたが決めている。

•物語を構成するそうした語彙や、構造、展開、語られ方は、あ
なた自身が発見することができる。あなた自身が書き換えるこ
とができる。

言葉があなたの現実を創る：ここまでのまとめ



Part 3. 

⾔葉があなたと他者を
つなぐ



オンラインセッション②
⾃分の研究の◯◯を他者に語ろう
ー「上⼿くいかなさ」を感じてみるー
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Session 2.
自分の研究の◯◯を他者に語ろう
ー「上手くいかなさ」を感じてみるー

• 最終課題の予行演習を、プレゼン資料なしのぶっつけ即興で行ってみま
しょう。自分の研究の「◯◯」を、あなたの信念で支えながら語ってみて
ください（概要や内容紹介は、ここでは重要ではありません）

• 上手くいくこと、いかないことが出てくるでしょう。特に「上手くいかな
い部分」に、意識をぐっと集中してみてください。

• 伝えたいことがあやふや（自分の中での言語化不足）なのでしょうか？他
者へ伝える言葉の選び方が適切でないのでしょうか？



• グループ内で、学籍番号の若い順に発表します。

• 一人当たりの持ち時間は5分です（以下、内訳）

• 内訳：発表時間は、準備含めて3分です。

• 内訳：発表後、フリーディスカッション時間2分を設けます。

• 最後の発表予定者はタイムキーパーをお願いします。

• 終了後メインルームに戻ってから、1人ずつ全員が、感想なりセッション
の模様などを自由にレポートしてください（1分） 75

Session 2.
自分の研究の××を他者に語ろう
ー「上手くいかなさ」を感じてみるー



• ここで認識した問題が、克服すべき「言葉の壁」です。

• それを踏まえて、言葉を、そして明日のプレゼンを組み立ててみてくださ
い。
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Session 2.
自分の研究の××を他者に語ろう
ー「上手くいかなさ」を感じてみるー



プレゼンテーションの要点
材料を、どの順序で、いかに開示するかを考え尽くそう



78

プレゼン作成の5ステップ

1. プレゼンとは、説得 >> 納得 >> わくわく >> アクションだ！

2. 相手を決めて、相手目線でつくろう

3. 構成しよう：情報の配列・解像度・ペースを考える

4. 表現しよう：デザイン＆ダイアグラムの力で

5. 練習と本番：自分のプレゼンに馴染もう



Step 1. 

プレゼンとは、説得 >> 納得 >> わくわく >> アクションだ！
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●プレゼンとは、特定の考え方の、相手への説明・説得

●こちら側からの「説得」がうまくいけば…

●相手の「納得」「わくわく」に繋がり「行動」を生む
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廃線 を
バス専用道 へ
廃線となった鹿島鉄道を、地
域の足（バス専用道）として
再生させるべく、地域住民や
関連各位にデザイン・プレゼ
ンテーションが行われた。

CASE STUDY
ありうる未来を、
ありありと想起させる
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現状 から未来像 へ
テキスト、ビジュアルとも
「現状へ重ねられた未来
像」がプレゼンの基調。

CASE STUDY
ありうる未来を、
ありありと想起させる
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現状 を可視化 する
デザインチームは廃線跡を
歩き、そのポテンシャルを
体感してデザインに織り込
み、プレゼンを作成した。

CASE STUDY
ありうる未来を、
ありありと想起させる
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「当たり前」を異化 する
いつもの景色は、まいに
ち違う。そこから「四季
を上映するバス」という
デザインが導かれる。

CASE STUDY
ありうる未来を、
ありありと想起させる



CASE STUDY
ありうる未来を、
ありありと想起させる

視点 と終点
聞き手は乗客視点となって
バスに乗り込み、終点であ
る未来のバス停に到着する。

聞き手に、納得や
ワクワクが起これば成功！



CASE STUDY
ゆるキャラ、アプリ、端末、データベースの連携（2007年）

化粧品ブランド『アユーラ』へ
のプレゼンテーション。

アプリによって、顧客・店舗・
Webサイトの間に対話と回遊を
誘発しようという提案。
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CASE STUDY
ゆるキャラ、アプリ、端末、データベースの連携（2007年）

ユーザとかしこく対話できる
ゆるキャラの紹介に始まり…
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CASE STUDY
ゆるキャラ、アプリ、端末、データベースの連携（2007年）

それがケータイの中に棲んで
いることが明らかになる。
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CASE STUDY
ゆるキャラ、アプリ、端末、データベースの連携（2007年）

ゆるキャラとユーザ女性は、
どんな関係を結ぶのか？
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CASE STUDY
ゆるキャラ、アプリ、端末、データベースの連携（2007年）

アプリがデータベースや店舗と連携
した、システムの全体像。

プレゼンの構造：
ひたすらズームバックするフレーム
に全情報を載せる

問われること：
納得やワクワクは生じるか？
実行に移したくなるだろうか？



Step 2. 

相手を決めて、相手目線でつくろう
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●そのプレゼンは、誰のため？（ターゲティング）

●相手を決めたら、その人を思い浮かべながらつくる

●何をどこまで説明するかが、おのずと決まってくる
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CASE STUDY

例1:
なじみの担当者に向けた
一気呵成プレゼン
前提をすっとばし、すべ
ての要件をA3×1枚のなか
に凝縮した、信頼関係に
基づくプレゼン資料。
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CASE STUDY

例2:
初対面のIT担当者へ
相手とのギャップを馴染
ませていく、50ページに
及ぶプレゼン資料。

現状分析からリサーチ、
クリエイティブ提案まで
を包括的にカバー。
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1. 現状分析：
プレゼン自体の
ルックスも、当該
ブランドらしさを
重視。
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2.質的研究に基づ
いた、リサーチの
パート。



97
3. 施策提案のパート。



98

…見てきたように、プレゼンの語り口は
「想定する相手」によって変わっていく。

あなたのプレゼン相手は、誰だろうか？



Step ３. 

構成しよう：情報の配列・解像度・ペースを考える
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●情報の配列 …適切な順番で提供すること

●解像度 …相手に相応しくチューニングすること

●ペース …無理や凹凸なく、ノーストレスに



配列:
配列は意図を持って行う（序破急、起承転結はその一例）。
例えば、まずコンセプトが掲示され、それを背骨に順序よく情報が配列されていると、
流れや全体像がスムーズに理解されやすい。



例1. 宇宙を一枚でプレゼンする
ポスター（圧倒的「密」）

例2. あるプレゼンのテーマ出し
用スライド資料（圧倒的「粗」）

解像度: 選んだ言葉や選ばなかった言葉、情報の粗密が、そのプレゼンの世界観を決める。



103

ペース:
企画書の作成・展開の仕
方によって、あるいはプ
レゼン時のトークによっ
て、ペースはコントロー
ルできる。

配列、解像度、ペース。
以上を含んだ「構成」で、
プレゼンの屋台骨を作ろう。



Step 4. 

表現しよう：デザイン＆ダイアグラムの力で
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●見やすさ ≒ 美しさ ≒ 分かりやすさ

●デザインは「基本に忠実」に

●ダイアグラム（図解）は「一期一会」だ！



デザインの原理原則1: 揃える

揃っていないと分かりずらい

図

図
■ああああああああ
あああああああああ
ああああ
■ああああああああ
ああああああああ

■ああああああああああ
ああああ
■ああああああああああ
ああああああああ

揃っていると分かりやすい

図

図

■ああああああああああああ
あああああ

■ああああああああああああ
ああああああ

■ああああああああああああ
あああああああああ

■ああああああああああああ
ああああ



デザインの原理原則2: まとめる

図と⽂の関連性

Ａに関する説明
■あああああああああああああああああああああ
■ああああああああああああああああ
Ｂに関する説明
■ああああああああああああああ
■ああああああああああああああああああ

Ａ Ｂ

図と⽂の関連性
Ａに関する説明
■あああああああああああああああ
ああああああ

■あああああああああああああああ
あ

Ｂに関する説明
■ああああああああああああああ
■あああああああああああああああ
あああ

Ａ

Ｂ



デザインの原理原則3: 余白をとる



デザインの原理原則4: コントラスト

伝わりやすいスライドをつくるには…

● 読みやすい書体を選ぶこと
● 文字や図を整理整頓して配置すること
● 文字だけでなく、図や絵などを使って
パッと見てわかるものとする

仕上げの作業が肝心です！

伝わりやすいスライドをつくるには…

● 読みやすい書体を選ぶこと

● 文字や図を整理整頓して配置すること

● 文字だけでなく、図や絵などを使って

パッと見てわかるものとする

仕上げの作業が肝心です！
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ダイアグラムの例1:
行動の流れを図解する
フロー図



ダイアグラムの
例2:
すべてのアクティビティを
一枚に描き込んだ
俯瞰図
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ダイアグラムの例3:

デザインは、原理原則で行うべし。
ダイアグラムは「そのプレゼンならではの表現」で行うべし。

データを可視化するインフォグラフィックス



Step 5. 

練習と本番：自分のプレゼンに馴染もう

113



●必ず予行演習を！できれば誰かの前で

●口と心に馴染むまで、スクラップ＆ビルドしよう

●練習と修正の繰り返しが、本番の自信を生む



スライド枚数や朗読原稿の文字数に正解はありませんが、一般論として…

朗読原稿
約400文字／分スライド枚数

1枚／分
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☑ 聴き手の頭の中に、どんな
意味の世界が順次広がっていく
のかをデザインする

☑ 自分のプレゼンの最初の聴
き手になり、様々なパターンか
らベストを選ぶ

スクラップ＆ビルドする：最終調整のポイント



プレゼンテーション/ライティングを時間のモデルで考えてみる

117

• 相手の頭の中に、順次どのような意味の世界が広がっていくのかをデザインする
• 情報の疎密や、解像度に気を配る
• 自分が最初の聴き手になり、様々なパターンから最良のものを選ぶ

Timeline

時間は、一様等方に流れていく。



プレゼンテーション/ライティングを空間のモデルで考えてみる

118

• 話の結論を先に提示：Circle1から
• 話の範囲を先に提示：Circle3から
• 情報内容に即した上記以外の方法
（ 2、3、1の順や、1、3、2の順等）

Circle1がコアとなる情報、2、3にかけて
周辺的内容になるとする。

Circle1

Circle3

Circle2



Circle1

Circle3

Circle2

Timeline

プレゼンテーション/ライティングは、
リニアな編集とも…

…空間分布の
編集ともモデル化される
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プレゼン作成の5ステップ／振り返り

1. プレゼンとは、説得 >> 納得 >> わくわく >> アクションだ！

2. 相手を決めて、相手目線でつくろう

3. 構成しよう：情報の配列・解像度・ペースを考える

4. 表現しよう：デザイン＆ダイアグラムの力で

5. 練習と本番：自分のプレゼンに馴染もう



…この期に及んで、スライドの順番を入れ替えたりしてみても良いでしょう



語り手 聴き手

物/語り
出来事の即物的な
“記述”

物/騙り
効果的な配置や語り
口を工夫した”叙述”

あなたの信念体系

語り

プレゼンテーションを、自らの信念体系から汲み上げた「語り」にする

プレゼンテーションを真に
説得力あるものにするのは、
あなたが自らの信念体系に
どこまで潜り込み、内実を
引き出したかである。



結び：異なる分野に届く言葉を

「学術界は文理の壁を超えた対話に本気で取り組むべきである。
（…）文系の研究者も理系の研究者も自らの分野で当たり前の言説
が、分野が異なると異様に聞こえるということを理解し、相手の「無
理解」や「無能」を謗る前に、自らの言説が異なる分野の人に本当に
届く言葉になっているかを反省しなければならない」

『トランス・サイエンスの時代の学問の社会的責任』⼩林傳司, 学術の動向 2012.5 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tits/17/5/17_5_18/_pdf

123

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tits/17/5/17_5_18/_pdf


結び：トランス・サイエンス時代への処方箋

「（…）ワインバーグはこの種のトランス・サイエンス的問いに関し
ては、専門家のみで意思決定をすべきではなく、民主主義社会におい
ては専門家を含む社会全体で討議をしつつ決定するしかないと主張し
ていた。それが彼の言う『拡大されたピア（仲間）』、つまり専門家
以外の人々を巻き込んだ意思決定なのである」

『トランス・サイエンスの時代の学問の社会的責任』⼩林傳司, 学術の動向 2012.5 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tits/17/5/17_5_18/_pdf
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https://www.jstage.jst.go.jp/article/tits/17/5/17_5_18/_pdf


あなたにとって、他者/社会にとって、
よいプレゼンテーションとなることを
期待しています！
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